
 ５月２７日（土）今年度第一回目の森林

教室を深浦町にある十二湖自然休養林にて、

深浦町と共催で開催しました。当日はあい

にくの雨模様となりましたが、２５名の参

加者は、深緑の湖沼はじめ美しい天然林や

日本キャニオンなど印象的な景観を眺望で

きたことと思います。今回は親子参加を含

む初参加者が１０名となりました。 

 この日の森林教室は４班に分かれ、当セ

ンター職員がガイドを勤めました。十二湖

を含む白神山地については動植物の解説に

加え、白神山地に生育する木の特徴など説

明しながら森林散策を行いました。参加者

は白神山地をより多面的に理解できたもの

と思います。 

 当センターでは１０月１４日に西目屋

村方面で第二回目の森林教室を、自然再生

活動を７月２２日と９月１６日に行う予定

です。多くの皆様の参加をお待ちしていま

す。（吉川） 

 

○十三湖・五月女萢（そとめやち）クリーン作戦 

 ５月３１日（水）、津軽森林管理署金木支署管内にある五月女萢（そとめやち）防

風林において実施されたクリーン作戦に参加しました。 

 当日の天気予報は、残念な雨予報。もってくれよと思いながら集合場所に向かうと、

曇りではあるが、雨は無し。むしろ気温２５度と高めで、夏か！？と思ったのが正直

な感想。  
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説明に聞き入る参加者の皆さん

ブナ自然林を見学する参加者 

第一回森林教室を十二湖で開催しました 

クリーン作戦に参加しました 



 現地着くなりさっそく開会式となり、金木支署長の挨拶に始まり、続いて総括森林

整備官より本日の作業内容についての説明、作業中の安全確保について、お話ありま

した。 

 開会式後、参加者一斉に作業区域になだ

れ込んだわけですが、早い方だと開始早々

１５分程度で一袋目をゴミで満杯に。１０

年位前に金木支署在籍中にも本作戦に参加

していましたが、その頃と比べると少ない

なと思っていたが、結構ゴミがありました。

ちょうどハマナスが咲き乱れていたので、

花を絡めて作業風景をと思い何枚か撮影し

ましたが、参加者の皆様、仕事が早くて次々

移動を繰り返していたのを見て、「これじ

ゃいかん」と思い作業に復帰したしだいで

す。 

 ゴミの内訳としては、一番多いと感じた

のがロープ類。数歩移動するたびに見つか

ります。続いて空き缶・ペットボトルの類

い。レアな部類？で車のタイヤ、たまたま

砂浜から発掘してしまった防寒具（なんで

こんなものが）などがありました。 

 ２時間ほど作業を実施したところです

が、開始前と比べると見た感じが雲泥の差

で、やった甲斐があったなと思えるものであり、回収したゴミの量はゴミ収集車１台

分あったとのことでした。 

 この取組は今後も継続するので、機会があれば参加したいと思っております。  

（三浦） 

 

○白神自然体験 WALK＆クリーン作戦 

 ６月４日（日）、「白神自然体験 WALK＆クリーン作戦」が西目屋村内の通称白神ラ

イン（県道２８号）で行われました。 

 特にこの活動に関する広告等は出ていませんが、集合場所の暗門駐車場には５０名

を超える多くの方が集まり、なかには沖縄県から参加された女性グループも来ていま

した。 

 今年はさほどゴミは落ちていなかったのですが、津軽峠から暗門までの間、主催者

となる山田兼博氏のガイドで森林散策しながらゴミ拾いを実施しました。下りの２時

間程度ウォーキングした格好になりましたが、寒い雨の中、結構疲労したのではない

でしょうか。この後、西目屋村アクアグリーンビレッジ ANMON にて山菜汁などの提供

ゴミ袋を手にゴミを回収中 

作業内容と安全確保の説明 



があり、参加者は持参した弁当を食べ、お互い交流を深めながら疲れを癒やしていま

した。 

 白神クリーン作戦は毎年６月の第一日曜日に開催されています。「白神歩く会」「白

神案内 山の会」代表の山田兼博さんは「白神の自然を大切に」を合い言葉に末永くゴ

ミ拾いのイベントを行っていきたいとのことで、白神山地を通じたさわやかな協働活

動を今後も期待したいと思います。（吉川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎今後のイベント予定について 

 （募集受付は、各イベント実施日から概ね１ヶ月前から開始する見込みです。 

  詳細につきましては次号以降の「白神の絆」でお知らせいたします。） 

  

  ＊各イベント、天候等により内容を変更する場合があります。 

  

 ・７月２２日(土)開催 

  第一回自然再生活動～水を育む ブナ林再生教室～ 

  ＊詳細は４ページ目をご覧下さい。 

 

 ・９月１６日(土)開催【８月１６日から受付予定】 

  第二回自然再生活動 

  ＊開催場所は、西目屋村の国有林内(白神ライン付近)にて、ブナ林再生活動 

   としての広葉樹苗木の採取等と森林散策を予定。 

 

 ・１０月１４日（土）開催【９月１４日から受付予定】 

  第二回森林教室 

  ＊開催場所は、釣瓶落峠・津軽峠等を予定しておりますが、道路状況・天候等 

   により開催場所を変更する場合がありますので、ご了承ください。 

 

アクアビレッジ ANMON 駐車場にて 



 

 

 月 日：平成２９年７月２２日（土） 

 開 催 場 所：青森県中津軽郡西目屋村 鬼川辺国有林内 外 

 募 集 人 員：親子での参加を優先し、応募多数の場合は抽選により２０名。 

 参 加 費：２００円（傷害保険料外・バス代は無料です） 

 出 発 地：青森市柳川庁舎前（午前７時集合） 

 イベント内容：ブナ林再生活動としての広葉樹苗木の採取等と森林散策。 

 そ の 他：雨具・昼食持参。森林内で作業が出来る服装。 

        天候等により内容を変更する場合があります。 

 募 集 期 間：６月２２日（木）～７月７日（金） 

        ※平日８時３０分～１７時１５分まで（土日祝除く） 

 応 募 方 法：電話・ＦＡＸ・ハガキにてお申し込みください。 

        お申込み前にホームページ・チラシ等で詳細をご確認ください  

 

今月の一枚                       専門官 有本 実  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 満開のニッコウキスゲ目当てに訪れるハイカーに混じって、望遠レンズを構えた鳥

屋さんがチラホラ。絶滅危惧Ⅱ類のコジュリン狙いでしょうか？ 私のお気に入りは、

おそらくベンセ湿原では最普通種のホオアカです。スズメより少しだけ大きく、その

名の通り赤い頬が可愛らしい鳥です。ここにお出かけの際は、双眼鏡を持って行くこ

とをお勧めします。昔はオオセッカも生息していたというこの湿原は、草原性の野鳥

の楽園ですよ！  
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